
平成 16年度　大学院博士 (前期)課程入学者選抜学力試験

専 門 科 目
（自然科学）

［90分］

注 意 事 項

1．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開かないでください．

2．問題は全部で 4問（1ページから 2ページ）あるので，この中から２問を選択し，解答

してください．ページ番号のついていない紙は下書き用紙です．

3．解答用紙は 3枚に分かれているので，すべての解答用紙の所定欄に問題番号（I～IV），

受験番号と氏名をはっきりと記入してください．

4．問題に問いなどがある場合は，解答欄内に問いの番号（問 1など）を記入してから解

答を始めてください．

5．計算または下書きに用いる用紙が 3枚，解答用紙と一緒にあります．

6．試験中に問題冊子の印刷不明瞭，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に気が

ついた場合は，静かに手を上げて監督員に知らせてください．

7．試験終了後，問題冊子および下書き用紙は持ち帰ってください．

8．設問ごとに配点が記されています．



I 周期 2πの周期関数 f(t)を次式で定める．

f(t) =





3
2π

t : 0 <= t < 2π
3

3
2
− 3

4π
t : 2π

3
<= t < 2π

この関数 f(t)のフーリエ級数展開を

a0 + a1 cos t + b1 sin t + a2 cos 2t + b2 sin 2t + · · ·

としたとき，以下の問いに答えよ．（配点 50点）

問 1 a0の値を求めよ．

問 2 b1の値を求めよ．

問 3 a1の符号は正か負か，理由を付して答えよ．

II 次の微分方程式の一般解を求めよ．（配点 50点）

d2x

dt2
+ 3

dx

dt
+ 2x = e−t sin t
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III ヒトの脳の神経伝達物質について論述せよ．（配点 50点）

IV 以下の問いに答えよ．（配点 50点）

問 1 タンパク質の構造と機能について述べよ.

問 2 酵素を E，基質を S，酵素–基質複合体を ES，生成物を P，それぞれの反応の速

度定数を k+1，k−1，k+2で表すとき，次の酵素反応モデル

E + S

k+1

−−−→←−−−
k−1

ES
k+2−−−→
　

E + P

について，この反応の反応速度 vが

v =
d[P]

dt
=

k+2 [E0]

1 + (k+2+k−1)
k+1

· 1

[S]

となることを示し，Michaelis定数と，その実験的な決定法について解説せよ．た

だし，[ ]はそれぞれの濃度を意味し，

[E0] = [E] + [ES]

の保存式が成り立つとする．

問題は，このページで終りである．
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解 答 冊 子
専 門 科 目
（自然科学）



氏 名 受験番号

博士 (前期)専門科目 解答用紙 （1） 科 目 名

自 然 科 学

問 題 番 号

点

博士 (前期) 専門科目

自然科学 (1)

（枠内に解答を書くこと）



氏 名 受験番号

博士 (前期)専門科目 解答用紙 （2） 科 目 名

自 然 科 学

問 題 番 号

点

博士 (前期) 専門科目

自然科学 (2)

（枠内に解答を書くこと）



氏 名 受験番号

博士 (前期)専門科目 解答用紙 （3） 科 目 名

自 然 科 学

問 題 番 号

点

博士 (前期) 専門科目

自然科学 (3)

（枠内に解答を書くこと）



[ 計 算 用 紙/下 書 き 用 紙 ]

　



[ 計 算 用 紙/下 書 き 用 紙 ]

　



[ 計 算 用 紙/下 書 き 用 紙 ]

　


	問題Ⅰ
	問題Ⅱ
	問題Ⅲ
	問題Ⅳ
	解答冊子
	計算・下書き用紙

		e-mail: exam@fun.ac.jp, URL:  http://www.fun.ac.jp/,  Tel: 0138-34-6419,  FAX: 0138-34-6383
	2003-09-13T13:16:52+0900
	〒041-8655 北海道函館市亀田中野町116番地2
	FUN.AC.JP
	入学試験




